
人に「思い」を伝えるということ 

副校長 羽生 真裕美 

 

子どもと接するときに、口うるさく言うのは良くないとわかっていても、言いたいことを我慢するとス

トレスがたまり、余計にガミガミ言ってしまうことはありませんか？「もっとうまく気持ちを伝えたい。」

「親の本音も伝えながら、子どもと話がしたい。」など、伝え方について悩まれる方は少なくないと思い

ます。 

私たちが子どもたちを褒めるとき、「かしこいね」「えらいね」といった表現を用いることが多いと思い

ます。このような誉め言葉は、（ＹＯＵメッセージ）と言われ、 “あなた（ＹＯＵ）”が主語になって発

しているものです。例えば、「自分から掃除をして（あなたは）えらいね」という言い方になります。 

ＹＯＵメッセージの場合、その多くは目上の人から目下の人に対して発せられるものであるという特徴

があります。つまり、大人側の子どもに対する評価が、暗黙のうちに含まれており、明確に良い行動を子

どもに示すことができる一方で、自分は立場が上で、相手をコントロールしようとする印象を受けます。 

一方で、“わたし（I）”が主語になって発せられる「I メッセージ」と言われるものがあります。自分の

気持ちを相手と対等な立場から伝えられるもので、「掃除をしてくれて（わたしは）うれしい」という言い

方になります。コントロールされることを強く嫌がる子どもには I メッセージが有効だと言われています。 

つい先日、思春期の子をもつお母さんから、うれしい話をうかがいました。 

いつも学校から帰ってきた娘は、私が話しかけても、「べつに」、「わかんない」など、誰とも話さず

一人でご飯を食べているの。ある日、暗くなっても帰って来なくて、私はまだかまだかと帰りを待ち構

えていたの。娘は黙って静かに玄関を開けましたわ。本当は、とても怒っていて怒ってやろうと思って

いたけど、私は怒らずに娘を心配していたという気持ちだけを言葉にしたの。「無事に帰ってきてくれ

てうれしい」、「待っていたわ」、「ご飯が温かいうちに食べましょう」と迎え入れたわ。すると娘は、

「遅くなってごめんなさい」、「心配かけてごめんなさい」、「今までごめんなさい」と、泣きながら私

に抱きついてきたの。 

お母さんは、「なぜ自分が怒っているのか。」→「その原因は、子どもが大切だから。」と考え、大切だ

から心配だったという母の思いを伝えたのです。普段は反抗期の態度を強く出し続け、反発していた娘さ

んだっただけに、お母さんにとって大きな喜びに包まれた瞬間でした。この感謝や喜びを伴った伝え方は

まさに「I メッセージ」であるといえます。 

 

「お父さんやお母さんは、子どものことを大切に思っている」という思いを伝えるために、時には子ど

もに投げかける言葉について振り返り、伝え方について考えることも必要なことだと思います。あと３週

間で夏休みに入ります。お子さんがそれぞれのご家庭で過ごす時間が多くなると思いますが、子どもへの

思いの伝え方で悩んだ時に、この学校だよりを思い出してもらえると嬉しいです。 
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当たり前に疑問をもたせ、本質を理解させる 生活指導 

生活指導主任 吉田美由紀 

 

新しい年度が始まって三か月が過ぎました。生活指導部では子供たちに無理やりルールを押し付けるのでは

なく、「ルールを守る力」を付けさせたいと考えています。ルールを守る力とは、どんな力なのでしょうか。

それは、「ルールに疑問をもち、ルールのもつ本質を理解する力」であると私は考えています。 

先日の安全指導朝会では、心の安全を考えて「友達と仲良くする方法」について全校で話し合ってもらいま

した。これも「友達と仲良くする」とは、どういうことなのか？という疑問から始まっており、学校生活であ

りがちな友達とのトラブルを例に出し、具体的な方法を考えていく学習です。そこでの子供たちの考え出した

対処方法は、大人の予想を遥かに超え、深い学びの場が作れたと実感しています。 

７月の安全指導集会では「江戸しぐさ」を紹介しながら、マナーやルールがなぜ生まれたのかを全校で考え

ていく予定です。時間はかかるかもしれませんが、当たり前のことに疑問をもたせ、本質にせまることで、ぼ

んやりしている不安と向き合い、安心した学校生活を子供たちが送れるようにしていこうと思っています。そ

してこの「当たり前に疑問をもち、本質を理解する」という考え方は生活指導だけに留まらず、学習を広げて

豊かなものにし、充実した人生を作る基盤にもなるのではないかと私は考えるのです。 

 

全学年共通連絡 

① 個人面談について 

７月９日（火）～７月１８日（木）に、保護者と担任との個人面談を行います。詳細については、６月２７日（木）頃に

各学級より配布された「個人面談予定時間決定について」をご確認ください。 

・面談時間は１５分を予定しています。ご協力をお願いします。 

・上履き・袋をご持参いただき、教室前の廊下でお待ちください。 

・予定された時刻に遅れないようにご来校ください。 

 

② 夏休みの宿題について 

  夏休みの宿題については、夏休みの直前に各学年から学年だよりが配布されますので、そちらをご確認ください。 

 

③ サマースクールについて 

目的：授業での理解が十分でなかった内容について補充学習を行います。 

対象：各学級３～４名程度の児童 

対象児童は、区学力調査の結果や授業の様子により選出し、担任より連絡いたします。 

日にち：低学年・・・７月２２日（月）、２３日（火）、２４日（水） 

    中学年・・・７月２５日（木）、２６日（金）、２９日（月） 

    高学年・・・７月３０日（火）、３１日（水）、８月 1日（木） 

時 間：２・４・６年生 受付 ８：３５～ ８：４５ 学習 ８：４５～ ９：４５ 

    １・３・５年生 受付 ９：５０～１０：００ 学習１０：００～１１：００ 

※参加が決まった児童には、詳細についてのお手紙を配布します。 

 

④ ５年１組 田中直也主任教諭の育児休業について 

５年１組担任の田中直也教諭が、７月１日（月）から７月３１日（水）まで育児休業を取得することになりました。この

期間、田中教諭は不在となるため、５年１組の担任は図工専科の吉澤瑞希教諭が担当します。 

 

⑤ 教材費について 

７月の教材費の引き落としは７月１２日（金）となっております。 

金額（手数料を含む）は以下の通りです。期日までに、口座に入金をお願いします。 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

４４１０円 ３０１０円 ３０１０円 ３０１０円 ４４１０円 ６０１０円 

 
 

 



１年生 ２年生 

アサガオの持ち帰りとその後について 

生活科で育てているアサガオは、夏休みの間も観

察を続けます。支柱があるため、子供たちに持ち帰

らせることが難しいです。つきましては、個人面談

の際に、お持ち帰りいただけたらと思います。（7 月

9 日～18 日）夏休み明けも、観察や種取り等を行い

ます。夏休みが終わりましたら、

９月６日（金）までに学校にお持

ちいただだき、あった場所にお戻

しください。（枯れてしまった場

合も、そのままお持ちください。）

お手数をおかけしますが、ご協力

をお願いします。 

 

野さいの鉢について 

生活科の学習で、夏野菜を育てています。夏休みに

入ると、水やりなど毎日のお世話ができなくなります

ので、植木鉢の家庭への持ち帰りをお願いします。支

柱も立て、大きな荷物となりますので、保護者の方の

ご来校をお願いします。 

植木鉢は、３年生でも使用しますので、土は捨て

て、植木鉢のみを夏休み明けに学校へ持って来てく

ださい。支柱については、今後、学校での学習では使

用しませんので、ご家庭で管理してください。お手数

をおかけしますが、よろしくお願いします。 

３年生 ４年生 

ホウセンカの持ち帰りについて 

理科の学習で育てているホウセンカの鉢植えを夏

休みにも観察で使用します。（夏休み号で観察カード

についてお知らせいたします。）７月８日（月）から

１２日（金）の間にお子さま自身で持ち帰させるか、

個人面談の際に保護者の方に持って

帰っていただきます。ご家庭で観察を

させてください。なお、お子さまに持

ち帰させる際は、大きめのビニール袋

を持たせていただければと思います。 

 

6 月はセーフティ教室や水道キャラバンなどに参

加し、４年生はみんなで学習を楽しみました。夏休

みは一人の世界でも楽しめるように、読書を推進し

ていこうと考えています。各クラスでアニマシオン

や、本の読み聞かせを実施し、本に親しむ機会を増

やしていきます。ご家庭でもご協力をよろしくお願

いいたします。 

５年生 ６年生 
① メダカの持ち帰り（任意）について 
理科「魚のたんじょう」で、一人１つずつ２L ペッ

トボトルで簡易水そうを作り、メダカをオス・メス１
匹ずつ飼育します。学習後は、家に持ち帰ることがで
きる児童には持ち帰ってもらい、そうではない児童の
メダカは学校の水そうで飼育します。あらかじめご了
承ください。 

 

② 夏休み期間中の稲の水やりについて 
すでにお子様を通じてお知らせしておりますが、夏

休み期間中の稲の水やり当番を計画しています。夏休
み期間中に児童１名につき３回ほど登校してもらい、
稲の水やりをしていただく予定です。担当する日程が
決定次第、改めて別紙にてお知らせいたします。ご確
認ください。 
 

③ 「ランチョンマット製作セット」購入について 
家庭科よりお知らせです。９月からミシンを使って

ランチョンマットを製作するため「ランチョンマット
製作セット」（550 円）を学校の方で購入します。学
習のねらい上、ランチョンマットは無地のものを購入
し、子供たちにはそれぞれ色を選んでもらう予定で
す。教材費は私費会計から引き落とします。あらかじ
め、ご了承ください。 

入谷南中学校体験入学について 

７月２日（火）は、入谷南中学校体験入学に行きま

す。終了時刻が 15：30 になっており、学校到着時刻

が 16 時頃になると思いますので、帰宅時間が普段よ

り遅くなりますのでご承知おきください。 

 

 


